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■市政トピックス　 ��～　
■お知らせワイド版　���～　
■晴れの国おかやま国体特集　���～
■ぐるっと真庭まちの話題　���～

主な記事

感動をありがとう感 動 を あ り が と う
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杜
の
都
は　
　
　
  
環
境
で

日
本
の
最
高
水
準
を
目
指
し
ま
す

テ
レ
ビ
・
電
話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トなど
の

市
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
が
計
画
を
中
間
報
告

　

市
情
報
化
計
画
策
定
委
員
会
（
加
藤
隆
委
員
長
ほ
か�
��

名
）
は
、
こ
れ
ま
で
真
庭
市
の
情
報
化
計
画
の
基
本
部
分

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
お
お
ま
か
な
概
要
が
固
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
事
業
に
関
す
る
部
分
が
多
い
た
め
中
間
報
告
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
次
号
以
降
も
引
き
続
き
情
報
化
特
集
を
掲

載
し
て
い
き
ま
す
。

■情報化計画の基本方針

杜杜市市のの明明日日をを考考ええるる

情報編情報編��

真庭市情報化計画策定委員（敬称略）

岡山県立大学情報工学部教授加藤 　隆

真庭市助役高田 浩一

岡山県情報政策課 課長田中 昇治

真庭市企画振興部 部長植木 眞一

湯原温泉病院医局長岡　 孝一

農事組合法人 清藤  理事平泉 　繁

真庭市教頭会代表徳山 周一

久世商工会副会長岡田 　健

医療法人敬和会　近藤病院院長近藤 秀則

㈱グリーンピア蒜山総務部部長亀山 秀雄

プチホテルゆばらリゾート代表取締役古林 伸美

真庭青年会議所 理事長角南 明彦

㈱ランネット取締役システム事業部部長山本 旨妙

　まずは�年間を見通した計画とします。次に基本方針を情報化の推進と

定めました。さらに情報化推進の方向を、市民生活の向上をめざす地域情

報化と、行政の効率化を目指す行政情報化に分化し事業を展開します。そ

のための課題を整理したところ、情報基盤整備が不可欠との結論に達しま

した。そのため、ラストワンマイル（次ページ参照）事業を実施し、この

行政インフラをてこに、真庭市の情報過疎脱却を目指します。真庭市が、

わたしたちの生活は今、大きく変わろうとしています。

も
り

み
や
こ
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ラ スト ワ ン マ イ ル を推進

まにわが光る［ 真庭市情報化計画キャッチフレーズ ］
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こ
れ
ま
で
の
情
報
伝
達
線
は
電
話
線
が
一
般
的
で
し
た
が
、

こ
れ
は
銅
線
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
線
は
ガ

ラ
ス
繊
維
で
で
き
て
お
り
、
銅
線
に
対
し
て
抵
抗
が
少
な
い

た
め
格
段
に
大
量
の
情
報
を
一
気
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
線
の
出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
各
種
の
情
報
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■ 
光
フ
ァ 
イ
バ
と
は

現在の光ファイバ網は、国・

県と真庭市の各支局・主要公

共施設のみしかつながってい

ないため、行政内部での利用

しかできないのが現状です

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
は
各
支
局
や
主
要
公
共
施
設
間
が
ネ

ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
ま
で
こ
の
光
フ
ァ
イ
バ
が

配
線
さ
れ
る
に
は
、
も
う
一
息
で
す
。
現
在
の
光
フ
ァ
イ

バ
網
か
ら
各
家
庭
ま
で
の
距
離
が
平
均
的
に
約
一
マ
イ
ル

（
１
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
な
の
で
、
情
報
網
が
完
成
す
る

ま
で
の
最
後
の
１
マ
イ
ル
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
意

味
で
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■ 
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
と
は

●ラストワンマイル後の真庭市の光ファイバ網は、テレビ局やインター

ネット提供業者および各家庭・企業につながります。これにより完成時

点で上記図にあるようなテレビやインターネットの高速通信サービス

を受けることができます。また、同時にすべての行政機関と各家庭や企

業も双方向でつながるため、その情報網を活用して、あらゆる方面での

行政サービスに利用できます。

　

現
在
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
テ
レ
ビ

は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
の
真
庭
市
で
は
難

視
聴
地
域
が
多
く
、
各
地
域
や
家
庭
が
独

自
の
工
夫
で
最
低
限
の
受
信
環
境
を
保
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
施
設
は
老

朽
化
し
つ
つ
あ
り
、
新
た
に
テ
レ
ビ
を
と

り
ま
く
環
境
は
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
大
き

な
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。
�
�
�
�
年

に
は
受
信
条
件
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
市

内
に
テ
レ
ビ
が
受
信
で
き
な
い
家
庭
が
生

ま
れ
る
お
そ
れ
も
出
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

近
年
の
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
に
な
り
つ

つ
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
現
在
は
電

話
回
線
を
利
用
し
た
環
境
で
す
が
、
満
足

す
る
通
信
速
度
や
容
量
は
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
都
市
部
で
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う

な
課
題
の
多
く
は
解
決
さ
れ
て
お
り
、
真

庭
市
と
都
市
部
で
は
大
き
な
情
報
環
境
格

差
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、

市
で
は
大
量
の
情
報
を
一
気
に
や
り
と
り

で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭
や
企
業
に

引
き
込
み
、
情
報
過
疎
を
総
合
的
に
解
消

し
よ
う
と
計
画
中
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

事
業
を
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
事
業
完
成
時
に
は
テ
レ

ビ
の
安
定
的
な
放
送
、
真
庭
市
独
自
の
テ

レ
ビ
局
、
高
速
大
容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
市
内
無
料
の
Ｉ
Ｐ
電
話
、
地
域
限
定

の
音
声
告
知
放
送
な
ど
が
可
能
な
環
境
に

な
り
ま
す
。
真
庭
市
の
情
報
革
命
が
起
き

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。



ラ スト ワ ン マ イ ルで
便 利 になる私 た ち の 生 活
　ラストワンマイル事業は、わたしたちの生活を便利に変えていきます。事業完成後、各戸や企業に引き込

まれた光ファイバ線を活用しての行政サービスやビジネスは大きな可能性を持っており、わたしたちの生活

をサポートしてくれることになるでしょう。ラストワンマイル完成と同時に提供できる第１段階のサービス

として、次のような事業が情報化計画の中で検討されています。

　

市
内
に
は
テ
レ
ビ
波
を
直
接
家
庭
で
受
信
で
き
な
い
難
視
聴

地
域
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
地
域
で
共
同
ア
ン
テ
ナ

を
あ
げ
、
テ
レ
ビ
波
を
受
信
す
る
家
庭
が
市
全
体
の
�
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
に
ア
ン
テ
ナ
を
付
け
直
接
テ
レ
ビ

を
受
信
し
て
い
る
家
庭
で
も
、
民
放
�
局
程
度
し
か
見
え
な
い

家
庭
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
、

平
成　

年
に
は
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
波
テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し
ま

��

す
。
こ
の
時
点
で
現
在
の
受
信
施
設
（
装
置
）
で
は
、
市
内
に

テ
レ
ビ
の
見
ら
れ
な
い
家
庭
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
市

で
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
を

活
用
し
テ
レ
ビ
放
送
を
各
家
庭
に
配
信
し
ま
す
。

地
上
波
テ
レ
ビ （　
　
 
） を

各
戸
に
高
画
質
・
安
定
放
送

Ｎ 
Ｈ 
Ｋ
・

民
間
放
送

　真庭市全域を対象に真庭市独

自のテレビ局を立ち上げます。

これにより市民が同時に同じ情

報を得ることができるようにな

り、市内の情報格差を一気に解

消します。内容的には議会中継

といった行政放送から、小学校

の運動会などの身近な内容まで

多様な放送が想定されます。同

じ情報の取得で市民の一体感の

醸成に大きく寄与することが期

待されます。

ま
に
わ
が

MANIWA ��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



市
内
全
域
に

高
速 ・ 
大
容
量 
の
イ
ン
タ 
ー 
ネ 
ッ 
ト

　従来の電話回線ではなく光

ファイバ線を活用したＩＰ（イ

ンターネットプロトコル）電

話を検討しています。これを

採用すると市内でＩＰ電話同

士でのやりとりは無料となり

ます。また、市外通話もＩＰ

電話では格安の料金で利用で

きます（ただし、維持管理料

は若干必要です）。

　音声による連絡サービスとし

て、各戸に音声告知機器を配備

することを計画しています。この

音声告知機器で災害など緊急

時の情報提供、また市役所支局

から各戸へのお知らせ、さらに一

定地区内だけに行う各種連絡

に活用できると考えています。

市内通話無料 の Ｉ Ｐ 電話

音声告知放送で地域情報

光
る

�� MANIWA

維持管理料は若干必要

　市内地域を対象に、光ファイバによる高速なインターネッ

ト接続を実現します。これまで利用したくても利用できなか

ったインターネット上のさまざまなサービスを真庭市全域

で利用することが可能になります。家庭だけでなく企業での

ビジネス利用や学校教育など、さまざまな分野で高速インタ

ーネット接続が活用されることで、私たちの生活はより便利

で快適なものになっていくことが期待されます。
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市
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期

展
望
と
目
指
す
べ
き
将
来
の
姿
を
示
す
基

本
構
想
。
こ
の
将
来
の
姿
を
実
現
す
る
た

め
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
事
業
、
施
策

を
示
す
�
カ
年
の
基
本
計
画
。
基
本
計
画

で
示
さ
れ
た
事
業
を
限
ら
れ
た
市
財
政
に

整
合
さ
せ
る
た
め
の
、
�
カ
年
の
実
施
計

画
に
分
か
れ
ま
す
。

　
■
基
本
構
想
素
案

　

基
本
構
想
素
案
は
、
市
職
員
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
市
民
代
表
が
参
画
す
る
策

定
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
協
議
が
重
ね
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
素
案
（
左
体
系
図
参
照
）

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
創

造
」・「
改
革
」・「
融
和
」
に
置
き
、
将
来

の
真
庭
市
が
あ
る
べ
き
姿
を
言
葉
に
し
て

「
水
と
緑　

人
と
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ

賑
わ
い
の
『
杜
市
』
真
庭
」
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
真
庭
市
民
皆
さ
ん
が
参
画
し
実
現

し
て
い
く
こ
と
を
う
な
が
す
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
「
好
き
で
す
真
庭　

ず
ー
っ
と

住
み
た
い　

私
た
ち
の
ま
ち
」
と
し
て
い

���������	
��
����������

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
で
推
計
す

る
と
平
成　

年
の
市
の
将
来
人
口
は
、
現

��

在
よ
り
減
少
し
た
�
�
、
�
�
�
人
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
、
今
後
の
産
業
振
興
や

雇
用
増
進
施
策
を
推
進
し
、　

年
後
の
目

��

標
と
し
て
�
�
、
�
�
�
人
と
す
る
こ
と
。

広
大
な
市
域
を
北
部
高
原
交
流
ゾ
ー
ン
、

中
部
交
流
連
携
ゾ
ー
ン
、
南
部
都
市
交
流

ゾ
ー
ン
に
区
分
。
各
地
域
が
個
性
を
発
揮

し
、
相
互
交
流
と
連
携
を
強
化
し
、
市
の

発
展
を
目
指
す
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

最
も
大
き
な
基
本
（
礎
）
と
な
る
考
え
方

に
「
連
携
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
据

え
て
い
ま
す
。

　
■
審
議
会
へ
諮
問
・
審
議
会
か
ら
答
申

　
　

月　

日
、
こ
の
総
合
計
画
の
素
案
が

��

��

有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
真
庭
市
総
合
計
画

審
議
会
（
会
長　

星
原
達
雄
さ
ん
、
委
員

　

名
）
に
井
手
真
庭
市
長
か
ら
諮
問
さ
れ

��ま
し
た
。
そ
の
後
、
審
議
し
ま
と
め
た
も

の
を
原
案
と
し
て
、　

月　

日
に
審
議
会

��

��

が
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

計画策定の趣旨・目的
　真庭市は、９町村の合併によって平成１７年３月３１日に誕生しました。

　新しく誕生した本市では、躍動する真庭経済文化都市圏を形成する礎として、少子・高齢

化、高度情報化、産業構造の変化、環境保全の推進、国際化の進展、価値観や意識の変化、

地方分権の進展及び協働型社会への移行などの社会経済情勢の変化を踏まえ、真庭地域合併

協議会により策定された「真庭市建設計画」を尊重して、「真庭市総合計画」を策定します。

　また、市民の新たな期待やアイディアなども盛り込みながら、市民に分かりやすく協働・

参画が得られやすいまちづくりの総合指針として策定します。

　※１１月１６日に審議会に提出された総合計画素案（総論・基本構想）から抜粋
真庭市総合計画画

市
が
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
と
す
る
た
め
策
定
を
す
す
め
て
い
る「
真
庭
市
総
合
計
画
」。

市
民
代
表
と
市
職
員
代
表
で
構
成
さ
れ
る
策
定
委
員
会
、市
職
員
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

双
方
の
協
議
を
経
て
、基
本
構
想
素
案
が
固
ま
り
ま
し
た
。

策
定
途
中
経
過
報
告

11月16日に開催された第4回総

合計画審議会に素案［総論・基

本構想］は提出されました。
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■
杜
の
公
聴
会
開
催
続
く

　

市
で
は
、
現
在
、
市
長
が
市
民
と
直
接

意
見
を
交
わ
し
、
市
政
の
課
題
、
総
合
計

画
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
杜
の
公

聴
会
」
を
各
支
局
単
位
で
開
催
し
て
い
ま

す
。　

月　

日
の
落
合
支
局
管
内
を
皮
切

��

��

り
に
、
こ
れ
ま
で
勝
山
、
湯
原
、
中
和
、

美
甘
の
各
支
局
管
内
で
開
催
を
終
え
、
随

時
全
支
局
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

現
在
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
素
案
に

基
づ
い
た
�
カ
年
の
基
本
計
画
、
�
カ
年

の
実
施
計
画
の
素
案
づ
く
り
も
策
定
委
員

会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
双
方
で
そ
れ

ぞ
れ
進
ん
で
い
ま
す
。
基
本
構
想
は
、
原

案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
ち
、市
議
会
、

岡
山
県
と
の
協
議
を
経
て
、
平
成　

年
�

��

月
議
会
に
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
議
会

の
議
決
を
受
け
た
の
ち
真
庭
市
総
合
計
画

と
し
て
執
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期

間
ま
で
に
、
市
で
は
第
�
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

真庭市総合計画真庭市総 合 計 
まちづく り の羅針盤

■真庭市総合計画素案 ［総論・基本構想］ は
　市ホームページ上からご覧になることができます。

　http://www .city . maniwa . lg . jp/

�
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協働

市
営
原
方
住
宅

　

市
が
、
勝
山
地
区
に
建
設
を
計
画
し
て

い
た
市
営
原
方
住
宅
建
替
工
事
の
起
工

式
が
、　

月
�
日
に
現
地
で
関
係
者
出
席

１１

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
営
原
方
住
宅
は
、
同
地
に
あ
っ
た
住

宅
団
地
の
一
部
が
老
朽
化
し
て
い
た
こ

と
か
ら
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
起
工
式
は
、
す
で
に
撤
去
さ
れ

た
住
宅
の
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
さ
れ
る
新
し
い
住
宅
は
、
建
築
面

積
が
�
�
�
�
・
�
�
平
方
�
。
延
べ
床

面
積
は
�
�
�
�
・
�
�
平
方
�
の
�
階

建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
。
総
工
費

は
�
億
�
、
�
�
�
万
円
（
設
計
費
含
ま

ず
）。
平
成　

年
の
完
成
を
目
指
し
、
工

１８

事
を
進
め
ま
す
。

　

完
成
後
の
入
居
可
能
戸
数
は　

戸
と

４８

な
っ
て
お
り
、
市
で
は
完
成
後
、
入
居
者

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

起 
工

市営原方住宅完成予想図

　
　

月　

日
、「
真
庭
市
協
働
の
ま
ち
づ

��

��

く
り
研
究
会
」
発
足
会
議
を
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
井
手
真
庭
市
長
か

ら
研
究
会
委
員
に
選
ば
れ
た
市
民
代
表

　

人
（
う
ち
公
募
�
人
）
に
委
嘱
状
、

��市
職
員　

人
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し

��

た
。
発
足
に
あ
た
り
市
長
は
、「
今
、
総

合
計
画
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
協
働
の

手
法
は
新
た
な
挑
戦
で
あ
り
、
深
い
意

義
を
持
つ
も
の
。
こ
の
考
え
が
整
理
さ

れ
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
な
く
て
は

こ
れ
か
ら
の
市
政
推
進
は
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。
研
究
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
協
働
」
は
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
自

治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開
す
る

手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
真
庭
市
総
合
計
画
に
も
ま
ち
づ
く
り

を
支
え
る 
礎 
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に

い
し
ず
え

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
研
究
会
で
は
こ

の
協
働
の
あ
り
方
を
示
す
「
真
庭
市
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
案
」
を
つ

く
り
ま
す
。

　

発
足
会
議
と
な
っ
た
第
�
回
研
究
会

で
は
、
会
長
に
山
谷
吉
孝
さ
ん
（
荒
田
）

を
選
任
。
続
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
米
良
重
徳
氏
（
吉
備
国
際
大
学
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
科
教
授
）
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）
の
概
略
な

ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
真
庭
市
の
「
協
働
の

あ
り
方
」
を
委
員
と
市
職
員
が
協
力
し

て
調
査
研
究
。
来
年
度
中
の
「
真
庭
市

協
働
推
進
指
針
案
」
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

真
庭
市
独
自
の

協
働
の
あ
り
方
と
は
？

真
庭
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
発
足

委嘱状を市長から受け取る山谷さん
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　��月��日、真庭圏域

の幼年少年婦人防火委員

会と真庭消防本部が募集

した標語と図画コンクー

ルと、優良クラブの表彰

式が、真庭消防本部で開

催されました。防火標語

の最優秀賞には、森文子

さん（下方）の標語（上

記）が、図画コンクールでは最優秀賞の県知事賞に幼年の部で

柴田陸生くん（富原保育園）、小学校低学年の部で杉谷翔馬くん

（阿口小学校�年）、小学校高学年の部で河原理恵さん（呰部小

学校�年生）の作品が選ばれました。また、優良防火クラブに

は�団体、�個人が選ばれ防火委員会会長表彰が贈られました。

消えるまで  たのむな、まかすな、火の始末

真庭市
健康づくり計画

■申し込み方法

はがきに愛称、住所、氏名、年齢、職業（学校

名）、電話番号を記入し下記まで送付

■応募締切　��月��日�

■問い合わせ・申し込み先

〒��� � ����　真庭市落合垂水���� � �

健康福祉部健康推進課　℡ ������������

愛称募集

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
生
き
生
き
と
笑
顔
で
そ
の
人

ら
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
す
べ
て
の
基
本
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
ま
す
。
仮
称
を
「
健
康
ま
に
わ　

計
画
」
と

��

し
て
い
た
名
称
。
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
大
切
に
考

え
、
自
ら
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
も
っ

と
皆
さ
ん
が
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
愛
称

に
真
庭
市
は
変
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た

自
身
が
こ
の
愛
称
で
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
み
た
い
、

そ
ん
な
思
い
が
生
ま
れ
出
て
く
る
よ
う
な
す
て
き
な

愛
称
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　真庭環境衛生協議会と

真庭市・新庄村の共催で

募集した環境衛生美化標

語。��点の応募の中か

ら優秀賞�編、佳作��編

を決定しました。最優秀

賞には「守ろう自然捨て

ない投げない汚さない」

岩藤親代さん（下中津井）、

「ちょっとまてそこにすてたらゴミになる」西本艶子さん（岩

井谷）、「捨てませんきれいな街が好きだから」高橋豊さん（草

加部）の作品が決まりました。優秀賞作品は同協議会、市と新

庄村が作成するパンフレットなどへの掲載で、環境衛生美化の

啓蒙啓発活動に使用されます。

環境衛生標語優秀作品決まる

　��月��日、真庭農業

協同組合と落合町農業協

同組合が、久世公民館大

会議室で合併予備契約調

印式を執り行いました。

県下ＪＡ�圏域構想のも

と、今年�月に「真庭地

区ＪＡ合併検討委員会」

を設置し、協議を重ねて

きた両ＪＡ。平成��年�月�日を合併目標期日としています。

合併契約基本事項によると、合併後の名称は真庭農業協同組合、

愛称はＪＡまにわ。主たる事務所を真庭市落合垂水とし、市役

所新庁舎が建設された段階で、新本所を新庁舎付近の適当な場

所に建設することとしています。

2JA 合併予備契約に調印

�
�����き

若返り トレーニング（美甘会場）の様子
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申告納税相談の準備は

お 早 めに ！ 市民税課　
℡������������

　確定申告とは１年間に得た収入に対して、所得税を清算するための申告です。平成17年分の申告は、税制改正

や合併により、申告対象や申告納税相談の方法が、今までと変わっています。項目ごとに申告納税相談のときに

必要な資料などをお知らせしますので、早めに準備を整えておきましょう。

（申告納税相談は来年２月16日から）

■
年
金
所
得
の
あ
る
方

　

年
金
か
ら
、
所
得
税
が
引
か
れ
て
い
る
場
合

は
、
申
告
の
と
き
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票 

■
農
業
所
得
の
あ
る
方

　

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
収
支
計
算

書
を
作
成
し
、
領
収
書
・
農
機
具
の
販
売
証
明

な
ど
の
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
確
認
の
と

き
、
領
収
書
な
ど
の
資
料
が
な
い
も
の
は
経
費

に
計
上
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】 

 

　

収
支
計
算
書
、
各
種
領
収
書
な
ど　

　

農
機
具
の
販
売
証
明
書 

※
久
世
・
八
束
・
川
上
地
区
は
今
年
度
か
ら
、

事
前
に
償
却
資
産
申
告
書
は
送
付
し
て
い
ま

せ
ん
。
中
和
地
区
は
今
年
度
か
ら
、
事
前
に

農
業
概
況
調
査
・
償
却
資
産
申
告
書
は
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
。
直
接
、
納
税
申
告
相
談
会

場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

　

実
経
費
に
か
か
わ
る
領
収
書
、
該
当
不
動
産

の
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
と
領
収
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
課
税
明
細
書
が
な
い
と
不
動
産

に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
算
出
で
き
ま
せ
ん
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　

領
収
書
、
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
と
固
定

資
産
税
の
領
収
書
な
ど

※
勝
山
地
区
は
今
年
度
か
ら
、
事
前
に
不
動
産

　

所
得
の
申
告
書
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
直

　

接
、
申
告
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

�
詳
し
く
は
市
民
税
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

申
告
に
必
要
な
資
料
は
必
ず
持
参　
 　
　

　

真
庭
市
で
は
�
会
場
に
分
か
れ
て
申
告
納

税
相
談
を
行
う
予
定
（
詳
し
く
は
�
月
号
）

で
す
。
申
告
時
に
必
要
な
資
料
を
項
目
ご
と

に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

■
国
民
年
金
を
支
払
わ
れ
て
い
る
方　

　

今
回
か
ら
控
除
証
明
書
・
領
収
書
の
添
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
証
明
書
な
ど
が
な
い

と
控
除
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）　

控
除

証
明
書
あ
る
い
は
、
平
成　

年
中
に
支
払
っ
た

��

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

※
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
に
納
付
が
あ
る
場

��

��

合
、　

月
中
に
控
除
証
明
書
が
発
送
さ
れ
て

��

い
ま
す 

■
給
与
所
得
の
あ
る
方

　

源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。
役
員
の
手
当
・

報
酬
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
も
該
当
し

ま
す
の
で
、
収
入
明
細
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
必
ず
該
当
事
業
所
で

再
発
行
を
受
け
、
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て
は
市
で
対
応
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

　

給
与
の
源
泉
徴
収
票

�

歳
以
上
の
方
は
注
意
が
必
要 

��
　

税
制
改
正
に
よ
り
、
老
年
者
控
除
（
所
得
控

除
額　

万
円
）
が
廃
止
。

��

　

ま
た
、
公
的
年
金
等
控
除
の
改
正
に
よ
り
、

公
的
年
金
等
控
除
の
最
低
控
除
額
が　

歳
以
上

��

の
方
に
つ
い
て
は
�
�
�
万
円
か
ら
�
�
�
万

円
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
税
金
の
か

か
ら
な
か
っ
た
方
々
に
も
課
税
の
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。
年
金
か
ら
所
得
税
が
引
か
れ
て

い
る
方
は
、申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
各
税
金
の
基
礎
と
な
る
ご
自
分
の
所

得
を
把
握
す
る
た
め
に
も
確
定
申
告
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

制
度
が
大
幅
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定 
申
告
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環
境
課　

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
	

��

一 
般
家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
事
業
者
を
募
集

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
か
ら
民
間
委
託
す
る
一
般
家
庭

��

ご
み
の
収
集
運
搬
受
託
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
託
希
望
の
事

業
者
は
、
締
切
日
ま
で
に
申
請
書
類
を
市
民
生
活
部
環
境
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

民
間
委
託
す
る
区
域

・
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内
（
美
甘
、
湯

原
、
中
和
、
八
束
、
川
上
地
区
お
よ
び
新
庄

村
）
の
区
域

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
管
内
（
久
世
、

勝
山
地
区
）
の
区
域

・
コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内
の
う
ち

落
合
地
区
一
部
の
区
域
（
資
源
ご
み
は
落
合

地
区
全
域
）

応
募
要
件
・
提
出
書
類

・
民
間
委
託
す
る
区
域
に
本
社
を
有
す
る
法
人

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
、

真
庭
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
ほ
か
各
種
法
令
・
規
則
な
ど
で
定
め

る
書
類
及
び
市
長
が
指
示
す
る
書
類

受
付
締
切　
　

月　

日
�

��

��

説
明
会
を
開
催

　

委
託
事
業
の
説
明
会
を　

月
�
日
�
、
午
後

��

�
時　

分
か
ら
久
世
公
民
館
�
階
大
会
議
室
で

��

開
催
し
ま
す
。
応
募
希
望
の
事
業
者
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

受
託
事
業
者
の
決
定
に
つ
い
て

・
提
出
書
類
に
基
づ
き
資
格
審
査
を
し
た
う
え

で
指
名
審
査
会
に
諮
り
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

・
指
名
競
争
入
札
で
受
託
事
業
者
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
お
よ
び
応
募
要
件
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
環
境
課
ま
で
。

一
般
家
庭
ご
み
収
集
作
業
の
様
子

不法投棄を市民の目で監視して、住みよい真庭
市にしましょう。もし、発見したら連絡を。

■不法投棄１１０番　℡ ０８００―２００―２４３８
■美作県民局真庭支局　℡ ０８６７―４４―３１１１
■市役所市民生活部環境課　℡ ０８６７―４２―１１１３

美甘地内の旧道に投棄された冷蔵庫　９月22日

蒜山上福田の県道沿いに捨てられた建築廃材　10月21日

　自分の住むまちが、きれいであってほしいということ
は、市民みんなの願い。小さなころから「ごみを捨てた
らいけない」って、教えられてきたもんね。でも、不思
議なことに不法投棄はなくならない。
　不法投棄をする人は、市民みんなの厳しい目がギラギ
ラと光っているのを知っているのかな。

なく そう  不 法 投 棄
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平
成　

年
度
市
立
幼
稚
園
の

１８

入
園
者
募
集

教
育
総
務
課　

℡
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

��

　

夏
季
休
業
期
間
中
は
落
合
地
区
で
は
落
合
中

央
幼
稚
園
、
久
世
地
区
で
は
久
世
幼
稚
園
で
預

か
り
保
育
の
み
行
い
ま
す
。

対
象
者  
各
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
園
児
。
た
だ

し
、
保
護
者
が
仕
事
や
家
族
の
介
護
な
ど
で

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
。

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
審
査
に
よ
り
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

預
か
り
保
育
時
間　

通
常
保
育
終
了
後
〜
午
後

�
時　

分
��

預
か
り
保
育
料　

月
額
�
、
�
�
�
円

　

（
夏
季
休
業
中
、
�
月　

日
〜
�
月　

日
は　

��

��

�
�
、
�
�
�
円
で
弁
当
が
必
要
で
す
）

※
別
途
に
お
や
つ
代
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

申
込
期
間　

随
時
（
夏
季
休
業
中
の
預
か
り
保

育
に
つ
い
て
は
�
月
に
各
園
で
募
集
し
ま
す
）

■
通
常
保
育　

対
象
者　

真
庭
市
内
に
在
住
し
、
左
記
の
表
の

対
象
年
齢
に
当
て
は
ま
る
幼
児

申
込
方
法　

申
込
書
を
各
幼
稚
園
、各
支
局
、　

教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
で
き
る
幼
稚
園
は
�
園
の
み
で
す
。

休
園
日　

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
・
夏
季
休
業
日
・

冬
季
休
業
日
・
学
年
末
休
業
日

保
育
料　

�
カ
月
�
、
�
�
�
円　

　

（
年
間
�
�
、
�
�
�
円
）

申
込
期
限　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
預
か
り
保
育

　

各
真
庭
市
立
幼
稚
園
で
は
、
通
常
保
育
時
間

後
に
預
か
り
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
北
房
地

区
は
実
施
を
検
討
中
）

　

真
庭
市
内
の
各
幼
稚
園
で
は
、
平
成�

年
度
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

��

入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
は
、
申
込
書
を
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

絵本の読み聞かせ  天津幼稚園にて

真庭市立幼稚園

����������

���������������������������

������������������������

�����������������������

���������������������������

����������

����������������������������
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���������	�������������

�����������	������������
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蒜山 ウ ィン タ ー キ ャ ン ペー ン �����������������������	����

　この冬は、蒜山地域の３つのスキー場と３つの温泉
がウィンターキャンペーンで皆さんをお迎えします。
キャンペーン期間中はリフト一日券や温泉入浴料がお得
な料金で利用でき、さらに楽しい企画が満載。スキー
場開きは３スキー場とも１２月１７日�です。お友達、ご
家族で冬の蒜山にお越しください。

津黒高原ス キ ー場
�������������������

スノーボーダーにも大人気！待たずに
乗れるファミリーゲレンデ。
最長滑走距離：500ｍ
標高差：87ｍ（リフト2基）
最大斜度：30度
リフト券（1日券）：3, ８ 00円

上蒜山スキー場
�������������������

子どもや初心者向きのファミリーゲレ
ンデ。リフトからの眺めは最高！
最長滑走距離：600m
標高差：150m（リフト１基）
最大斜度：18度
リフト券（１日券）：3,500円

　ベアバレースキー場
��������������������

米子道蒜山 I Cから５分！ナイター付き
のゲレンデ。チビッコ広場有り。
最長滑走距離：850m
標高差：136m（リフト１基）
最大斜度：26度
リフト券（１日券）：4,000円

津黒高原温泉 和みの湯
��������	
��
��������������

露天風呂やサウナがあり、スキーのあ
との疲労回復にもってこい！
（宿泊・休憩・食事可）

蒜 山ラ ドン温 泉  高原の湯
��������	��
��

��������������

蒜山三座の景色を眺めながら天然のラ
ドン温泉でゆったり！サウナ有り
（宿泊・休憩・食事可）

蒜山やつか温泉 快湯館
����������	
��
���
��������������

打たせ湯、サウナ、ジャグジーバス高
周波風呂もあり満足度満点！
（休憩・食事・カラオケ可）

   
キ 
ャ 
ン
ペ
ー
ン
の
内
容 

　直接キャンペーンとは関係ありませ
んが、津黒高原スキー場・ベアバレー
スキー場ではリフトシーズン券を割引
いた市民価格で販売します。詳しくは
各スキー場に、お問い合わせください。
上蒜山スキー場は市民価格はありま
せんが、シーズン券をお持ちになると「蒜
山ラドン温泉」に期間中入浴できます。

リ フ トシーズン券を
真庭市民価格に

①リフト１日券を持参すると、上記３つの温泉に無料で入浴できます。
　※リフト券１枚につき１人は無料。加えて３名まで割引料金で入浴可。

②平日のリフト１日券が割引料金で利用できます。
　※例：津黒高原スキー場では、リフト１日券3,８00円を2,800円に。
　※ひるぜんベアバレースキー場はキャンペーンチラシ持参、またはホー
ムページのキャンペーンページを印刷し、持参された方が対象となり
ます。（ベアバレースキー場は土・日も割引料金で利用可能）

③リフト料金が無料になるキッズデーや、女性利用者や50歳以上の方のリ
フト券が割引料金になるレディース・シニアデーを設定。

■問い合わせ先　蒜山ウィンターキャンペーン実行委員会
　（蒜山振興局企画観光課内） ℡ 0867―66―3612
　詳しくはキャンペーンチラシ、真庭市のホームページをご覧ください。

 ひ る
ぜん

かい ゆ かんなご
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秋秋秋秋季季季季大大大大会会会会閉閉閉閉幕幕幕幕秋季大会閉幕
真庭市内会場で

 応  援  声  援  支  援 を
おう えん せい えん し えん

皆さん あ り が と う ご ざ い まし た

ももっち

軟軟軟軟軟軟式式式式式式野野野野野野球球球球球球野球

山山山山山山岳岳岳岳岳岳 岳
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��������	


���・������
��������	
��

����������	

ポ
ー
ツ
行
事
に
述
べ
約
�
�
、
�
�
�
人
の
観

客
（
市
国
体
推
進
室
発
表
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
市
内
の
各
会
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
応
援
、
民
泊
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
数
え
切
れ
な
い
数
の
市
民
皆
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
市
内
開
催
国
体
競
技
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

真
庭
市
各
国
体
実
行
委
員
会
な
ど
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
会
場
な
ど
で
撮
影
し
た
写
真
を
中

心
に
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
秋
季
大
会

の
余
韻
を
お
届
け
し
ま
す
。

終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
�
日
か
ら
�
日
間
に
わ
た
っ
て
、

��

岡
山
県
南
市
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
�
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
輝
い
て
！
お
か

や
ま
大
会
」
も
閉
幕
。
市
内
出
場
選
手
の
活
躍

も
聞
か
れ
る
な
ど
、　

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国

体
」「
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」
両
大
会
と
も

盛
会
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

真
庭
市
内
で
は
、「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国

体
」
夏
季
大
会
・
秋
季
大
会
で
行
わ
れ
た
正
式

競
技
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス

　
　

月　

日
か
ら
�
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

��

��

た
第　

回
国
民
体
育
大
会
「
晴
れ
の
国
お
か
や

��

ま
国
体
」
秋
季
大
会
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
は
、
今
国
体
夏
季
大
会
、
秋
季
大
会

で
男
女
総
合
成
績
が
�
、
�
�
�
点
、
女
子
総

合
成
績
が
�
、
�
�
�
点
。念
願
と
し
て
い
た
天

皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。　

年
ぶ
り

��

の
岡
山
県
開
催
と
な
っ
た
「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
国
体
」
に
は
、
夏
季
・
秋
季
大
会
の
開
・
閉

会
式
、
各
競
技
会
場
を
あ
わ
せ
て
約　

万
人
が

��

参
加
。
県
内
各
地
で
行
わ
れ
た
競
技
の
数
々
も

軟軟軟軟軟軟式式式式式式野野野野野野球球球球球球軟   式 
ハハハハハハ
ンンンンンン
ドドドドドド
ボボボボボボ
ーーーーーー
ルルルルルル

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

馬馬馬馬馬馬
術術術術術術
馬
術

山山山山山山岳岳岳岳岳岳山 
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感感感感感感
動動動動動動
感
動

香川県代表優勝決定の瞬間民泊歓迎会。宮城県チームを迎えて（山久世地区）

鳥取県代表（鳥取三洋電気）×山口県代表（山口合同ガス）

熱熱熱闘闘闘熱 闘
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晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
真
庭
市
勝
山
実
行

委
員
会
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
久
世
実
行

委
員
会
が
競
技
を
わ
か
ち
あ
い
開
催
と
な
っ
た

軟
式
野
球
一
般
Ａ
。
勝
山
球
場
、
真
庭
や
ま
び

こ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
両
球
場
を
使
用
し
て　

月　
��

��

日
か
ら　

月　

日
ま
で　

都
道
府
県
代
表
チ
ー

��

��

��

ム
の　

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

��

■
優
勝
は
香
川
県
（
三
木
ク
ラ
ブ
）

　

両
球
場
で
行
わ
れ
た
各
試
合
の
熱
戦
。
�
回

戦
の
大
阪
府
代
表
（
大
阪
市
信
用
金
庫
）
×
大

分
県
代
表
（
大
分
銀
行
）
は
延
長　

回
。
準
々

��

決
勝
の
香
川
県
代
表
（
三
木
ク
ラ
ブ
）
×
静
岡

県
代
表
（
東
芝
機
械
）
は
延
長　

回
と
な
る
な

��

ど
、
国
体
軟
式
野
球
の
最
上
級
レ
ベ
ル
一
般
Ａ

な
ら
で
は
の
、
好
投
手
を 
揃 
え
�
点
を
争
う
試

そ
ろ

合
が
数
多
く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
�
日
間
に
わ

た
っ
た
各
熱
戦
の
末
、
決
勝
戦
は
香
川
県
代
表

（
三
木
ク
ラ
ブ
）が
京
都
府
代
表（
佐
川
印
刷
）を

�
―
�
で
下
し
第　

回
国
民
体
育
大
会
・
晴
れ

��

の
国
お
か
や
ま
国
体
軟
式
野
球
一
般
Ａ
競
技
優

勝
の
殊
勲
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
■
勝
山
地
区
で
は
８
つ
の
民
泊
協
力
会

　

軟
式
野
球
一
般
Ａ　

チ
ー
ム
の
う
ち
、
Ａ
会

��

場
の
�
回
戦
出
場
�
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
た
真

庭
市
勝
山
実
行
委
員
会
。
�
民
泊
協
力
会
（
月

田
、
神
代
、
若
代
・
下
岩
、
新
建
・
新
町
、
原

方
、
江
川
、
福
谷
、
山
久
世
）
で
民
泊
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
協
力
会
挙
げ
て
の
全
力
の
応
援

に
、
選
手
も
感
動
。
民
泊
終
了
の
別
れ
際
に

は
、
大
粒
の
涙
で
真
庭
の
地
を
去
る
選
手
が
多

数
い
ま
し
た
。

A会場（勝山球場）

������������

各民泊協力会は趣向を凝らし応援合戦 開始式 市旗の入場（スポーツ少年団） 勝山中学校野球部はグラウンド整備

選手の名前を書いたカードを手に

応援団の熱い声援に勝利した選手たちも歓喜 民泊受け入れチームの勝利に涙

別れの日、選手の目にも大粒の涙が 衛生管理を徹底した民泊調理 混成大応援団（民泊協力会とチームの）



支支支支支支ええええええるるるるるる支える

手話通訳も開始式で活躍
（真庭やまびこスタジアムで）

真庭やまびこスタジアムでは、市民の混声合唱団が国体歌「若い力」を熱唱

■
２
万
２
千
人
＋ 
α
（
ア
ル
フ
ァ
）

　

両
球
場
合
わ
せ
て
の
延
べ
観
客
動
員
数
は
約

�
万
人
。大
会
関
係
者
を
合
わ
せ
る
と
期
間
中
、

約
�
万
�
千
人
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
中
に
限

ら
ず
大
会
に
向
け
て
は
勝
山
・
久
世
両
実
行
委

員
会
開
催
行
事
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
、
小
中
高
校
生
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
児
の

皆
さ
ん
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
各
関
係
団
体
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ジ

ア
ム
を
訪
れ
た
数
字
に
は
あ
が
ら
な
い
、
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
た
＋
α
（
ア
ル
フ
ァ
）
の
力
。

晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
軟
式
野
球
一
般
Ａ
競

技
成
功
へ
の
大
き
な
助
力
と
な
り
ま
し
た
。

大会期間中、開会前。競技会場周辺は多くの善意で美し
く清掃されました。写真は10月16日の国体クリーンアップ
大作戦（宮芝グラウンド）

MANIWA ��



B会場（真庭やまびこスタジアム）
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久世高校栽培の花はおもてなし運動で大活躍 接待所にも歓迎の張り札

児童、生徒の各県応援絵画が選手を歓迎 練習を積み重ねた久世中学校生の演奏

久世祭りで使われる張り札と並ぶ、
国体歓迎札は久世地区全戸に配布

小学生もメガホンで応援

競技ボランティアの皆さんとともにグラウンドを整備する久世中学校野球部

久世祭りと重なった国体。北海道代表チームもだんじりの前で思い出の一枚を撮影

�� MANIWA

優　勝　香川県（三木クラブ）
準優勝　京都府（佐川印刷）
第３位　大阪府（大阪市信用金庫）
第４位　富山県（武内プレス工業）
第５位　鳥取県（鳥取三洋電機）
第６位　山口県（山口合同ガス）
第７位　静岡県（東芝機械）
第８位　北海道（六花亭製菓）
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民泊家庭の家族と選手の一枚

寄せ書きにこもる
選手の気持ち

受け入れ選手団民泊協力会

北海道・秋田県中
岩手県・京都府横部周辺
茨城県上市瀬
群馬県野川
埼玉県・山口県・沖縄県鹿田
東京都・岐阜県中河内
神奈川県・広島県下市瀬
富山県旦土
石川県・福岡県古見
愛知県・大分県上河内
三重県赤野
京都府上市瀬
大阪府平松
兵庫県法界寺
香川県畝周辺
熊本県・岡山県西河内
福岡県古見

受け入れ選手団民泊協力会

北海道・山口県下河内
青森県一色
岩手県余河内・古市場
埼玉県・三重県・大阪府垂水・向津矢
千葉県坂西
神奈川県開田
福井県木樵山
愛知県深町周辺
兵庫県鹿峰
香川県田原
宮崎県・沖縄県関
岡山県日名

少年女子 少年男子

M A N IWA ��■全体写真　沖縄県代表×福井県代表（少年男子決勝）
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ハンドボール

チームの勝利は民泊地区の喜び子どもや孫のような世代の選手の活躍に一喜一憂の応援団

だるまに目を入れる少年女子東京チーム民泊の感動は、各都道府県代表選手・民泊地域皆さんの心に残りました

歓迎会では、地区を挙げての大歓迎。さまざまな趣向が選手を出迎えました

少年男子岡山県選手団は第４位の活躍少年男子岡山県選手団は第４位の活躍 影で支えた生徒たちのボランティア影で支えた生徒たちのボランティア 各民泊協力会の看板はそれぞれがキラリ各民泊協力会の看板はそれぞれがキラリ

食べ盛りの選手たちのために食べ盛りの選手たちのために

手づくりで心のこもった送別手づくりで心のこもった送別
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大
会
第
�
日
目
の　

日
。
岡
山
県
秋
季
大
会

��

選
手
団
と
し
て
は
第
�
号
と
な
る
金
メ
ダ
ル

（
優
勝
）を
原
田
喜
市
氏
が
愛
馬
の
グ
ァ
デ
ル
ー

プ
号
に
騎
乗
し
獲
得
。
原
田
選
手
は　

日
の
自

��

由
演
技
馬
場
馬
術
競
技
で
も
優
勝
、
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
国
体
で
�
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま

た
岡
山
県
勢
で
は
、　

日
に
、　

歳
ベ
テ
ラ
ン

��

��

の
原
伸
二
選
手
が
ト
ッ
プ
ス
コ
ア
競
技
で
優

勝
。
総
合
成
績
で
岡
山
県
は
�
位
と
な
り
ま
し

た
。

　
■
観
客
約
２
万
人

　

初
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
�

日
目
か
ら
蒜
山
地
域
は
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

蒜
山
高
原
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
は
観
光
客

も
立
ち
寄
る
な
ど
し
、
延
べ
約
�
万
人
の
観
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

三三三三三三座座座座座座のののののの麓麓麓麓麓麓でででででで人人人人人人馬馬馬馬馬馬一一一一一一体体体体体体三座の麓で人馬一体

種目
【成年男子】
　標準障害飛越
　ダービー
　スピードアンドハンディネス
　国体総合馬術
　六段障害飛越
　トップスコア
　セントジョージ賞典馬場馬術
　自由演技馬場馬術
【成年女子】
　標準障害飛越
　ダービー
　トップスコア
　二段階障害飛越
　セントジョージ賞典馬場馬術
　自由演技馬場馬術
【少年】
　標準障害飛越
　ダービー
　スピードアンドハンディネス
　トップスコア
　二段階障害飛越
　団体障害飛越
　リレー
　ジュニアライダー馬場馬術
　自由演技ジュニアライダー馬場馬術

蒜山高原ライデ ィ ング パーク

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふももももももももももももももももももももももももももももももももととととととととととととととととととととととととととととととととふもと
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��

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

　

市
内
競
技
の
な
か
で
も
馬
術
は
種
目
数
が
多

く
、
�
日
間
と
長
い
期
間
に
わ
た
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
競
技
場
、
観
客

へ
の
対
応
、
そ
し
て
競
技
に
向
け
て
馬
が
待
機

す
る 
厩  
舎 
で
の
対
応
な
ど
、
�
・
�
㌶ 
の
広
い
会

き
ゅ
う 

し
ゃ

場
各
所
で
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観客席の清掃 蒜山高校1，2年生は５日間通して協力 お茶席も設けられおもてなし

２冠を達成した、岡山県代表の原田喜市選手とグァデループ号 中和中学校生徒は全校ボランティアで会場清掃に参加

競技場では陸上自衛隊第46普通科連隊74名の皆さんが活躍 初日夜明け前の強風は会場に被害を

人馬一体の妙技に魅かれ繰り返し訪れた観客もいました
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奮闘した成年女子岡山県代表、大利さき子選手

出場する選手全員で、
その日の登るルートを６分間のみ下見

少年男子の部予選で完登した
岡山県代表、中原栄選手

クラ イマーたち の

劇 場 で
湯原クライミングセンター
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������クライ ミ ン グ

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
と
縦
走
競
技
。
山
岳

競
技
の
各
県
順
位
は
、
こ
の
形
態
の
異
な
る

�
種
目
に
参
加
し
た
各
県
代
表
�
選
手
の
総

合
成
績
で
決
ま
り
ま
す
。
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
国
体
山
岳
競
技
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

全
種
別
（
成
年
男
子
・
成
年
女
子
・
少
年
男

子
・
少
年
女
子
）
会
場
を
湯
原
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
、
縦
走
競
技
は
、
成
年
男
子
を
蒜

山 
朝  
鍋  
鷲  
ケ  
山 
特
設
縦
走
競
技
場
（
真
庭
市

あ
さ 
な
べ 
わ
し 

が 

せ
ん

側
ス
タ
ー
ト
）
、
成
年
女
子
、
少
年
男
子
、
少

年
女
子
を 
毛  
無  
山  
山  
系  
金  
ケ  
谷  
山 
特
設
縦
走

け 

な
し 
や
ま 
さ
ん 
け
い 
か
な 

が 

た
に 
さ
ん

競
技
場
（
新
庄
村
側
ス
タ
ー
ト
）
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

　

人
工
壁
に
設
置
さ
れ
た
わ
ず
か
な
突
起
物

（
ホ
ー
ル
ド
）
を
利
用
し
、
�
分
の
間
に
選
手
二

人
の
到
達
し
た
高
さ
を
競
う
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競

技
。　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
競
技
に
�
�

��

��

��

�
名
（
全
種
目
）
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

岡
山
県
勢
で
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
専
門
で
、
世

界
ユ
ー
ス
日
本
代
表
の
中
原
栄
選
手
（
倉
敷
高

校
）
が
、
予
選
で
壁
の
頂
上　

㍍
ま
で
完
登
。

��

決
勝
で
は
惜
し
く
も
完
登
を
逃
し
た
も
の
の
到

達
高
度
�
位
と
な
り
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
少
年
男

子
の
部
�
位
入
賞
の
け
ん
引
力
と
な
り
ま
し

た
。

　
■
縦
走
競
技

　

真
庭
市
側
、
新
庄
村
側
、
�
地
点
に
ス
タ
ー

ト
地
点
が
設
け
ら
れ
た
縦
走
競
技
。
真
庭
市
側

で
は
、　

月　

日
に
、
ひ
る
ぜ
ん
ベ
ア
バ
レ
ー

��

��

ス
キ
ー
場
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の

選手荷物搬送で協力した湯原中生徒 24日には皇族の桂宮殿下が来場。子どもたちも日の丸の小旗で歓迎

大量に出る空弁当箱をきれいに片づけ中 会場はこの辺です。真庭市の地図で 歓迎式・表彰式は湯原中体育館で開催

観客は選手の動きをじっと見守り応援

山岳競技少年男子で岡山県は ５ 位入賞

会場では高さ約 ４ ㍍ の花の塔がお出迎え
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重さ 1 7㎏ 標 高 差 ５ ３ ８ m

寒さに接待所も忙しかった様子

ゴゴゴゴゴゴーーーーーールルルルルルははははははル は １１１１１１１ ,,,,,,, ０００００００ ７７７７７７４４４４４４７ ４ mmmmmmm

白髪地区沿道は数少ない応援ポイント 給水所付近からは急激な登坂コース

競技コース中の階段は約950段

ゴール後、倒れ込む選手

大会当日、山頂付近は霧の中

ゴール付近の様子を大画面で観戦中

朝
鍋
鷲
ケ
山
山
頂
（
標
高
�
、
�
�
� 
㍍
）
を

目
指
す
Ｔ
�
、
成
年
男
子
の
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
成
年
男
子
に
参
加
し
た
選
手
は　

人
。

��

選
手
は
ス
タ
ー
ト
地
点
と
ゴ
ー
ル
地
点
の
標
高

差
が
�
�
� 
㍍
、
距
離
�
・
� 
� 
の
蒜
山
朝
鍋

鷲
ケ
山
特
設
縦
走
コ
ー
ス
を
、 　
 
㌔ 
の
荷
を
背

��

負
い
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
競
技
で
は
第

�
位
の
香
川
県
選
手
が　

分　

秒
を
記
録
し
優

��

��

勝
し
ま
し
た
。
大
会
�
日
目
は
新
庄
村
側
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
し
た
成
年
女
子
、
少
年
男
子
で

岡
山
県
が
優
勝
。
少
年
女
子
も
�
位
に
入
り
岡

山
県
勢
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。

 
■
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
迅
速
な
対
応

　

大
会
前
日
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
会
場
準
備
も

整
え
終
え
た
深
夜
に
蒜
山
地
方
に
吹
い
た
強

風
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
テ
ン
ト
の
多
く
を
吹
き

飛
ば
し
ま
し
た
。
急
き
ょ
テ
ン
ト
を
、
翌
日
か

ら
競
技
が
始
ま
る
新
庄
側
か
ら
関
係
者
が
協
力

し
て
移
設
。
競
技
は
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
会
競
技
委
員
が
地
元
の
頑
張
り
を
称
賛

す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
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に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

国
体
を
通
し
て
、
真
庭
市
民
が
一
体
と
な
り
、

準
備
か
ら
運
営
、
競
技
会
場
の
応
援
ま
で
常
に
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
全
国
の

選
手
、
監
督
、
関
係
者
の
方
々
に
は
、
真
庭
市
民

の
温
か
い
人
情
と
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
出
会
い
と
感
動
を
も
た
ら

し
た
、
こ
の
地
、
こ
の
大
会
を
心
に
残
る
素
晴
ら

し
い
思
い
出
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
終
了
に
至
る
今
日
ま
で
、
こ
の
国
体
を
支

え
た
皆
様
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
よ
う
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
国
体
成
功
の

お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
、
そ
し
て
支
え
る
人
、
ひ
と
り
一
人
が
主
役
と

な
り
、
喜
び
が
わ
か
ち
あ
え
る
こ
と
が
で
き
る
魅

力
あ
る
国
体
と
な
る
よ
う
に
、
全
力
を
挙
げ
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

各
競
技
場
の
案
内
・
誘
導
や
交
通
整
理
に
携
わ
っ

た
人
々
、
街
を
花
々
で
飾
っ
た
人
々
、
中
・
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
特
産
食
材
を
生
か
し
た
手
料

理
で
選
手
を
迎
え
た
皆
様
な
ど
、
国
体
を
支
え
る

あ
ら
ゆ
る
場
所
の
皆
さ
ん
に
国
体
の
主
役
と
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
泊
協
力
会
と
し
て
選
手
を
受
け
入

れ
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
、
選
手
の
健
康
・
食

事
の
衛
生
管
理
な
ど
で
温
か
い
心
を
配
り
、
連
日

会
場
で
民
泊
受
け
入
れ
チ
ー
ム
を
「
わ
が
地
域
の

チ
ー
ム
」
と
し
て
応
援
し
た
姿
に
は
、
全
国
か
ら

訪
れ
た
選
手
に
と
り
ま
し
て
も
大
き
な
心
の
支
え

　
　
　

様
ご
存
知
の
よ
う
に
「
第　

回
国
民
体
育

��

　
　
　

大
会
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
は
、

岡
山
県
選
手
団
が
、
天
皇
杯
・
皇
后
杯
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
市
内

開
催
各
競
技
も
大
成
功
と
な
り
、
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
国
体
真
庭
市
実
行
委
員
長
と
し
て
、
夏
季
大

会
・
秋
季
大
会
の
各
実
行
委
員
会
の
皆
様
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
、
各
機
関
、
そ
し
て
運
営
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
方
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」
は
、
簡

素
な
中
に
も
真
心
の
こ
も
っ
た
、
岡
山
県
ら
し
い

魅
力
と
感
動
に
あ
ふ
れ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
目

指
し
、
岡
山
県
民
総
力
を
あ
げ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
真
庭
市
民
は
「
あ
な
た
が

キ
ラ
リ
」
を
合
い
言
葉
に
、
競
う
人
、
応
援
す
る

�� M A N IWA

皆

お 礼 の 言 葉
��������	

���������	
����������	

真庭市長

井手 紘一郎

無事終了した競技。選手の奮闘を讃え見送りました

ゴゴゴゴゴゴーーーーーールルルルルルははははははゴ ー １１１１１１,,,,,,００００００７７７７７７４４４４４４mmmmmm

スタート地点では約800人が応援



MANIWA ��

褒褒褒褒褒褒章章章章章章・・・・・・表表表表表表彰彰彰彰彰彰褒章 ・ 表彰 ・・・・・・・ 全全全全全全国国国国国国大大大大大大会会会会会会出出出出出出場場場場場場全国大会出場

　

昭
和　

年
に
北
房
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、

��

強
い
責
任
感
と
郷
土
愛
、
豊
富
な
経
験
と
識

見
を
も
っ
て
消
防
団
の
発
展
に
努
め
た
福
井

さ
ん
。
平
成
�
年
か
ら
は
団
長
と
し
て
災
害

現
場
で
の
団
員
の
指
揮
、
住
民
の
防
火
意
識

高
揚
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
真
庭
市
が

誕
生
し
、
連
合
消
防
団
副
団
長
と
し
て
�
つ

の
消
防
団
を
ま
と
め
る
役
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

平成17年秋の褒章や叙勲を受けられた皆さん、また、全国大会で活躍された

皆さんなどをご紹介します。

藍綬褒章
真庭市
北房消防団団長

福井 忠義さん
（下呰部）

　

昭
和　

年
か
ら
平
成　

年　

月
ま
で
の　

��

��

��

��

年
間
、
八
束
村
民
生
委
員
と
し
て
在
職
さ
れ

た
渡
辺
さ
ん
。
昭
和　

年
か
ら
は
総
務
と
し

��

て
指
導
力
を
発
揮
し
、
委
員
の
意
見
を
ま
と

め
住
民
福
祉
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
�
年
か
ら
始
め
た
高
齢
者
世
帯
へ
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
に
伴
い
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
と
民
生
委
員
に
よ
る
給
食
配
食
の
協
力

体
制
を
ま
と
め
ま
し
た
。

瑞宝単光章
元八束村民生委員
児童委員協議会総務

渡辺 義郎さん
（蒜山中福田）

　

昭
和　

年
に
川
東
村
議
会
議
員
と
し
て
�

��

期
�
年
、
落
合
町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和　
��

年
か
ら
�
期
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
・
産
業

振
興
向
上
に
努
め
た
山
さ
ん
。
川
東
村
時
代

は
合
併
の
必
要
性
を
説
き
、
旧
落
合
町
の
誕

生
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
に

��

落
合
ま
で
開
通
し
た
中
国
縦
貫
自
動
車
道
を

生
か
し
た
、
地
域
住
民
の
生
活
安
定
と
産
業

基
盤
の
整
備
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

高齢者叙勲

旭日単光章
元落合町議会議員

山  悦行さん
（赤野）

　

昭
和　

年
に
北
房
町
消
防
団
入
団
以
来
、

��

率
先
し
て
消
防
使
命
に
努
め
た
梶
谷
さ
ん
。

昭
和　

年
に
真
庭
消
防
組
合
に
採
用
さ
れ
、

��

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
数
々
の
災
害

現
場
で
消
防
・
救
急
活
動
に
従
事
し
て
き
ま

し
た
。
消
防
機
器
の
取
り
扱
い
・
整
備
に
精

通
し
、
各
種
の
消
防
機
器
の
開
発
を
手
が
け

る
な
ど
、
研
究
心
旺
盛
な
梶
谷
さ
ん
の
姿
勢

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

故 　岡東一 さん（久世）
に旭日単光章

危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章
元岡山県真庭消防組合

梶谷 至さん
（五名）

　

静
岡
・
埼
玉
大
会
の
�
大
会
に
続
き
、

地
元
岡
山
で
も
優
勝
を
飾
り
、
�
連
覇
を

達
成
し
た
今
井
さ
ん
。
今
大
会
で
も
、
自

身
の
持
つ
大
会
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

水泳

25m背泳ぎ優勝
25m自由形優勝

今井佳孝さん
（本郷）

　

大
会
開
幕
試
合
で
強
豪
岐
阜
県
に
接
戦

で
勝
っ
た
こ
と
で
、
波
に
乗
っ
た
岡
山
県

チ
ー
ム
。
綱
島
さ
ん
も
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

ソフトボール

優勝

綱島浩二さん
（目木）

　

西
大
寺
高
校
に
通
う
湯
浅
さ
ん
は
、
剣

道
少
年
男
子
岡
山
県
代
表
と
し
て
、
今
大

会
の
全
試
合
に
出
場
し
大
健
闘
。
見
事
栄

冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

剣道少年男子

優勝

湯浅浩次さん
（下方）

第�

回
国
民
体
育
大
会

��
第
�
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　�月��日に逝去された　岡さんは、昭和��年から��年間にわたり

久世町代表監査委員、昭和��年から��年間を久世町選挙管理委員会

委員として歴任。行政委員として地域住民と町行政をつなぐパイプ

役となり、地方自治の発展と福祉の向上に貢献しました。
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■����年度農林水産祭天皇杯　畜産部門受賞

　―石賀博和・惠子

　　　（蒜山東茅部）

　　中山間地域の遊休農

　地を利用し、飼料自給

　率を高め、肉用牛繁殖

　における低コスト生産

　と収益増加を実現。天

　皇杯受賞となりました。

■平成��年度民謡民舞全国大会西日本地区大会

　�／��　広島市　優勝－宮坂流津山支部　

　平成��年度民謡民舞全国大会出場　��／��　東

京都　準優勝を獲得　　　

　　

　市内出場者　前列左から山中彩花（多田）、

　山中須美子（多田）、西尾弥（神庭）、岸和子（日

野上）後列左から森田潤一（富尾）、森田学（富

尾）、新後和見（富尾）

■平成��年度生涯スポーツ優良団体表彰　��／�

　東京都

　優良団体表彰―久世宮芝（婦人バレーボール）

■第��回全日本吹奏楽コンクール中国地区予選会

（高等学校の部）　�／��　松江市

　金賞―おかやま山陽高校　

　市内出場者―太田陽子（多田）

　第��回全日本吹奏楽コンクール出場　��／�　

　名古屋市

■平成��年度農村漁村いきいきシニア活動表彰

　優秀賞（農林水産大臣表彰）―山久世林業研究会

■第��回国民体育大会出場

　相撲少年男子―横路健勝（勝山高校）

■第��回岡山県農林漁業近代化表彰　��／�　岡

山市　農林水産大臣表彰（農産部門） ―農事組合

法人  清藤 （下呰部）
きよとう

●平成��年度岡山県教育関係功労者表彰

　杉江正久（下方）　長年学校医に精励

●善行少年表彰受賞―蒜山中学校生徒会　地域の

環境美化に全校で取り組んだ功績〔以上敬称略〕

　

�
年
に
�
度
開
催
さ
れ
る
日
本
の
酪

農
家
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
第　

回
全
日

��

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
・
第
�
回
全

日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
が　

月
�
日

��

〜
�
日
に
か
け
て
栃
木
県
壬
生
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
か
ら
は
岡
山

県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
、
�
名
の
酪

農
家
が
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
・
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
牛
あ
わ
せ
て　

頭
を
出
品
。
共
進
会

��

に
は
、
全
国
か
ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン　

部
��

門
に
約
�
�
�
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
�
部

門
に　

頭
が
集
ま
り
、
審
査
が
行
わ
れ

��

ま
し
た
。

真
庭
の
乳
牛
が
全
国
制
覇

出場された皆さん　前列左から吉田和正（中）、長綱泰治（蒜山
東茅部）、長恒泰治（蒜山下徳山）後列左から筒井大悟（蒜山上
徳山）、森田一文（富尾）、美甘正平（蒜山下長田）、万庭佳明（蒜
山上長田）　敬称略

最高位賞を受賞した美甘さんのジャージー牛

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
共
進
会
で
は
、
全
部
門
の

優
等
賞
を
真
庭
の
出
品
牛
が
占
め
、
最
高

位
賞
は
美
甘
正
平
さ
ん
（
蒜
山
下
長
田
）

の
飼
育
す
る
「
オ
セ
オ
ラ　

リ
メ
イ
ク　

ブ
リ
ガ
デ
イ
ア
ー
」（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
第
�

部
）
が
獲
得
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で

は
優
等
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
�

等
、
�
等
の
全
頭
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
�
回
か
ら
今
回
ま
で
�
回
連
続

出
品
を
続
け
て
い
る
森
田
一
文
さ
ん
（
富

尾
）
が
多
回
出
品
者
表
彰
を
受
賞
。

　

賞
の
獲
得
で
、
真
庭
の
優
秀
な
乳
牛
生

産
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。



　

真
庭
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
成
人

式
は
、
平
成　

年
�
月
�
日
�
に
勝

��

山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

成
人
者
の
方
で
、
ま
だ
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
は
が
き
を

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
生
涯
学
習
課

　

第
�
回
の
地
域
づ
く
り
人
材
養
成

講
座
の
テ
ー
マ
は
「
伝
統
文
化
」
で

す
。
狂
言
師
の
田
賀
屋
夙
生
さ
ん
の

講
演
を
一
般
公
開
し
ま
す
の
で
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

場
所　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
講
堂

問
い
合
わ
せ
先　

自
治
振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
は
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
略
で
、
毎

日
の
買
い
物
、
料
理
、
後
片
付
け
の

中
で
で
き
る
簡
単
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
で

す
。
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学

習
し
、
環
境
と
家
計
に
や
さ
し
い
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

場
所　

久
世
公
民
館
調
理
実
習
室

講
師　

中
島
令
子
さ
ん

定
員　
　

名
��

参
加
費　

�
�
�
円（
材
料
費
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

「
笑
顔
が
す
て
き
健
康
か
つ
や
ま

　

」
推
進
委
員
会
が
健
康
づ
く
り
大

��会
を
開
催
し
ま
す
。
岡
山
大
学
大
学

院
医
学
博
士
の
石
原
武
士
先
生
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
会
と
、
脳
年
齢
計
や
骨
密

度
計
な
ど
の
測
定
機
器
を
そ
ろ
え
た

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�　

開
会
午
後
�

��

��

　

時　

分 
��

会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　
 

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
支
局
健
康
福

　

祉
課　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�

　

親
子
で
正
月
の
し
め
縄
飾
り
作
り

と
も
ち
つ
き
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
作
り
方
は
専
門
の
指
導
員
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト 
菅
谷 

す
げ
だ
に

参
加
費　

一
般
�
�
�
�
円
、
小
学

　

生
以
下
�
�
�
�
円（
食
事
付
き
）

問
い
合
わ
せ
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

 　

勝
山
地
区
で
駅
伝
競
走
大
会
が　
��

月　

日
�
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
午
前

��

　

時
と　

時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

��

��

で
、
沿
道
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。 

生
涯
学
習
課

��������

�������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�����������

�������������

�����������

�������������

�������

�������������

代表電話番号
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真庭市の人口

����������������

����������������

���������������

����������������

�����������	
���������	


市 内朝市年末
とめ市

　市内各朝市では一年の感謝を込
めて、とめ市を開催します。正月
飾り、新鮮な特産物をどうぞ。

■久世軽トラ朝市
　１２／１８�　８：００～１０：３０
　久世エスパス土広場

■勝山もくもく日曜市
　１２／２５�　８：００～９：３０
　勝山木材ふれあい会館

■湯原温泉あさ市
　１２／２５�　７：００～９：００
　湯原温泉街

 
し
め
縄
＆
も
ち
つ
き

 
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
で
体
験
を

 
笑
顔
が
す
て
き
健
康
か
つ
や
ま�
��

 
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

   
エ 
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

   
台
所
か
ら
環
境
を
考
え
よ
う

 
地
域
づ
く
り
人
材
養
成
講
座
公
開
講
演

 
ご
参
加
く
だ
さ
い

 
真
庭
市
成
人
式

 
平
成�

年
�
月
�
日
に
開
催

��

 
神
庭
の
滝
駅
伝
競
走
大
会

 
応
援
お
願
い
し
ま
す

／ お飾り作 り講 習 会��
��

　お飾り作り同好会の主催で、お飾り作り講習会を開催します。会場は落合公民館で

午後１時30分から開催します。どうぞご参加ください。（対象は小学生以上）

■参加費  300円（材料代）　　■定員50名（定員になり次第締め切ります。お早めに）

■持ち物　はさみとペンチ　   ■申し込み先　落合公民館　℡0867―52―3315



　
　

月
の
税
金
、
上
下
水
道
料
金
、

��
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
期
限
は
、　

��

日
�
で
す
。
い
つ
も
の
月
よ
り
早
く

な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
も　

日
��

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　

犯
罪
や
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ

る
年
末
年
始
で
す
。
警
察
で
は
市
民

皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
街
頭
の
警
戒

活
動
や
犯
罪
の
未
然
防
止
を
強
化
し

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
犯
罪
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

真
庭
警
察
署

　

蒜
山
地
方
に
伝
わ
る
民
芸
品
「
が

ま
細
工
」
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

��

場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館

参
加
費　

一
般
�
�
�
円
、
中
学
生

　

以
下
�
�
�
円

申
し
込
み
先　

蒜
山
郷
土
博
物
館　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

至
道
高
校
は
平
成　

年
度
末
で
、

��

　

年
の
歴
史
を
閉
じ
ま
す
。
閉
校
に

��伴
い
閉
校
記
念
懇
談
会
「
想
い
出
を

語
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
校

友
会
員
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

場
所　

至
道
高
校
武
道
場

受
付
締
切　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

※
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記
ま

　

で
。
至
道
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
メ
ー
ル
申
し
込
み
も
可
。

申
し
込
み
先　

至
道
高
校

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

　

真
庭
市
下
呰
部
�
�
�　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　
　

�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

FAX

��

　

蒜
山
学
講
座
を
開
き
ま
す
。　

月
��

の
テ
ー
マ
は
「
蒜
山
の
地
名
」
で
す
。

日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

��

場
所　

蒜
山
郷
土
博
物
館

受
講
料　

�
�
�
円

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
蒜
山

　

分
室

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お
で
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。
元
醤
油
蔵
の
風

情
漂
う
「
ひ
し
お
」
で
ゆ
っ
く
り
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。
入
館
は
無
料
で
、

開
館
時
間
は
午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

で
す
。
休
館
水
曜
日
。

�
岩
垣
正
道
版
画
展　

　

ひ
し
お
ホ
ー
ル

　
　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

�
吉
村
美
枝
作
品
展　

　

ひ
し
お
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�
階　
　
　

　
　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

�
勝
山
高
等
学
校
美
術
部
・
書
道
部

　

合
同
作
品
展　

　

ひ
し
お
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�
階

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

��

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
し
お
事
務
局

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

�� MANIWA

湯原温泉 露天風呂砂場 が おしゃれに変身

走り初め
　市内で行われる新春マラソンなど
を紹介します。

■北房新春ふれあいマラソン大会
１/８�　コスモスドーム集合
受付８：４５～　スタート９：５０（順次）
コース　小学生未満・小学生１～３年
生１．５㌔、小学生４年～６年生３ ㌔、
中学生以上３、５、１０㌔選択
一般５００円　高校生以下３００円
事前申し込みが必要（１２/１６まで）
申し込み先　北房支局地域振興課
　℡０８６６―５２―２１１２

■勝山元旦に走る会
１/１（元旦）　勝山小学校集合　　
受付８：００～　スタート８：３０
コース　２、３、５㌔選択
当日申し込み　�問 　生涯学習課
　℡０８６７―４４―２０１１

■富原新春マラソン大会
１/２�　富原小学校集合
受付９：００～　スタート１０：００
当日申し込み　�問 　生涯学習課
　℡０８６７―４４―２０１１

■久世新春ロードレース
１/１５�　久世公民館集合
受付９：００～　スタート１０：００（順次）
コース　小学生２ ㌔、中学生以上２、
４、６㌔選択　当日申し込み
�問 　久世支局地域振興課
　℡０８６７―４２―１１１６

■中和新春ジョギング大会
１/１（元旦）　中和支局集合
受付１０：００～　スタート１０：２０
当日申し込み

■天津地区新春マラソン大会
１/１（元旦）　天津小学校集合
受付１０：００～　スタート１０：３０
当日申し込み　

■津田地区新春マラソン大会
１/１（元旦）　津田小学校集合
受付９：３０～　スタート１０：００
当日申し込み　
※自主団体の大会は当日集合場所に
　お越しください。

ゆゆ ず 湯

クリ ス マ スキ ャン ド ルル ����砂場 砂場
��������������夜は幻想的に演出

��������
冬 至はゆず湯でもて なします

新春を駆け抜けよう

 
年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故

 
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

 
が
ま
細
工
作
り
教
室

 
民
芸
品
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

 
閉
校
記
念
懇
親
会
を
開
催

 
至
道
高
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

 
蒜
山
学
講
座

 
蒜
山
を
学
ぼ
う

 
勝
山
文
化
往
来
館「
ひ
し
お
」

 
作
品
展
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 
税
金
・
上
下
水
道
・
介
護
保
険
料

 
今
月
は�

日
が
納
期
限
で
す

��



　

真
庭
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
毎
月

（
隔
月
）、
特
設
人
権
相
談
を
開
い
て

い
ま
す
。
家
庭
内
・
近
隣
間
の
問
題

な
ど
、
人
権
相
談
委
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
れ

ば
、
お
近
く
の
特
設
人
権
相
談
所
を

紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
人
権
擁
護
委

　

員
会　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�

��

　

�　

　

平
成　

年
度
中
に
真
庭
市
が
発
注

��

す
る
建
設
・
測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

物
品
役
務
な
ど
の
参
加
資
格
申
請
書

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
真
庭
市
が
平

成　

年
度
に
発
注
す
る
工
事
・
業
務
・

��
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
し
た

い
方
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

　

〜　

日
�

��

受
付
方
法　

電
子
申
請
に
よ
る
受
付

　

お
よ
び
市
規
定
の
添
付
書
類
を
提

　

出
（
詳
細
は
広
報
�
月
号
お
よ
び

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※
受
付
期
間
終
了
後
の
受
付
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

管
財
課

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

要
介
護
度
�
〜
�
に
認
定
さ
れ
た

方
の
う
ち
、
障
害
者
に
準
ず
る
要
介

護
の
方
は
税
法
上
の
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
障

害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
真

庭
市
福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
の
申
請

は
、各
支
局
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

り
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
方
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
高
齢
者
支
援
課
（
℡
�
�
�
�

（　

）
�
�
�
�
）　

お
よ
び
各
支
局

��
健
康
福
祉
課
、
市
民
福
祉
課
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ー
ツ
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
方

受
付
締
切　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

申
し
込
み
先　

岡
山
県
保
健
福
祉
部

　

障
害
福
祉
課　

℡
�
�
�
（
�
�

　

�
）
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
春
の
優
良
運
転
者
表

��

彰
が
行
わ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

業
務
優
良
運
転
者　

　

業
務
で
常
時
運
転
し
、
運
転
経
験

　

が
�
年
、　

年
、　

年
以
上
の
い

��

��

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

通
勤
優
良
運
転
者

　

通
勤
で
運
転
し
、
運
転
経
験
が　
��

　

年
、　

年
以
上
の
い
ず
れ
か
に
該

��

　

当
す
る
方

受
付
締
切　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

※
申
請
書
を
各
支
局
窓
口
に
用
意
し

　

て
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に
は
無
事

　

故
無
違
反
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

市役所窓口

休日急患担当医

　

市
で
は
商
店
や
事
業
所
か
ら
出
る

ご
み
を
収
集
運
搬
す
る
平
成　

年
度

��

の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

の
許
可
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
更
新

さ
れ
る
運
搬
業
者
、
新
た
に
申
請
さ

れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
　

月
�
日
�
〜
平
成　

��

��

　

年
�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

障
害
者
の
障
害
特
性
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
に
必
要
な
知
識
・
技

術
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

平
成　

年
�
月
�
日
�
、
�

��

　

日
�
、　

日
�
、　

日
�
の
�
回

��

��

場
所　

岡
山
県
陸
上
競
技
場

　

（
岡
山
市
い
ず
み
町
）

対
象
者　
　

歳
以
上
で
障
害
者
ス
ポ

��

　市役所一般業務は年末年始の期間、

休業させていただきます。住民票、

戸籍謄本、印鑑登録証明書、所得証

明書などの手続きは、お早めに済ま

せてください。

M A N IWA ��

����

�河本病院・落合�
����������	�	
�遠藤クリニック（外）・川上
�������������

�������

�近藤病院・勝山�
������������	
�まつうら医院（内）・久世
���������	���
�牧原医院（外）・北房
������������	

������

�金田病院・落合
���������		
	
�人見医院（内）・勝山  �
����������	



������

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�杉山医院（内）・久世
���������	�
�
�さとう医院（外）・北房  �
�������������

������

�落合病院・落合�
���������		


�片岡医院（内）・湯原�����
����������	��

������

�勝山病院・勝山�
����������	�	
�本山医院（内）・落合  �
���������	��	

������

�河本病院・落合�
����������	�	
�米田医院（内）・勝山
����������	
�

������

�近藤病院・勝山�
������������	
�前原医院（内）・久世
���������	���
�吉弘クリニック（内）・北房
������������	
�

�
��������	

�����
��������	

������
���������
�������

��月の記念日・節気

  
真
庭
市
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付

  
申
し
込
み
は
平
成�

年
�
月�

日
ま
で

��

��

   
介
護
認
定
者
の
方

   
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

   �

月
�
日
〜�

日
は
人
権
週
間

��

��

  
特
設
人
権
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

  
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

  
許
可
の
更
新
に
つ
い
て

  
優
良
運
転
者
を
表
彰

  
交
通
安
全
は
無
事
故
無
違
反
か
ら

  
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

  
必
要
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を

�����
�����������	



　

エ
イ
ズ
と
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免

疫
機
能
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
的
接
触
、
血
液
、
母
子

感
染
の
�
つ
の
経
路
で
感
染
し
ま

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
弱
く
、
感

染
経
路
も
限
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
で
は
感
染
者
数
・
患

者
数
と
も
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

感
染
し
て
も
平
均　

年
以
上
は
症
状

��

が
出
な
い
た
め
、
気
付
か
ず
に
感
染

を
広
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
保
健
所
で
は
無
料
・
匿
名
で
相

談
や
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
保
健
所

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

平
成　

年
�
月
�
日
現

��

　

在
、　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子

��

��

受
付
締
切　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

試
験
日　

平
成　

年
�
月　

日
�

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山
地
方

　

連
絡
部
津
山
出
張
所　

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

　

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
準
備

に
伴
い
、
久
世
テ
レ
ビ
中
継
局
（
笹

向
山
）
の
岡
山
放
送
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
と

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
（
Ｔ
Ｓ
Ｃ
）
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設
定
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
）。来
年

�
月
か
ら
変
更
対
策
工
事
を
始
め
る

予
定
で
す
。
対
象
と
な
る
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
チ
ラ
シ
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
地
域
受
信
対

　

策
セ
ン
タ
ー　

℡
�
�
�
�
（
�

　

�
�
）
�
�
�

　

平
成
�
年
�
月　

日
ま
で
に
ハ
ン

��

セ
ン
病
療
養
所
な
ど
に
入
所
さ
れ
て

い
た
方
に
対
し
て
、
補
償
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
請
求
期
限
は

平
成　

年
�
月　

日
ま
で
で
す
。
対

��

��

象
と
な
る
の
で
は
、
と
思
う
方
は
健

康
推
進
課
（
℡
�
�
�
�（　

）
�
�

��

�
�
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

真
庭
旭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

真
庭
市
へ
災
害
時
に
使
用
す
る
毛
布

�
�
�
枚
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

月
号　

ペ
ー
ジ
、
人
権
教
育
講

��

��

演
会
の
記
事
で
、
主
催
は
真
庭
市
・

真
庭
市
人
権
教
育
推
進
委
員
会
の
間

違
い
で
し
た
。　

ペ
ー
ジ
の
美
甘
渓

��

谷
の
写
真
は
、
延
風
地
内
で
は
な
く

田
口
地
内
の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正

し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

���������
���������

���������
��������������
価格はすべて税込です�����������

●村上康成ブリージングワールド 入場無料
　絵本『山のおふろ』原画展＋グッズフェア　  ��月�日
　（日）まで 毎日��：��～��：�� エスパス特設ギャラリー
　トーク＆サイン会　��月�日（土）��：��　エスパス
　ギャラリー　先着��名（整理券が必要です）

●早川太鼓エスパスの陣２００５～クラシックはお好き？
　平成��年��月��日（日）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール　入場料�����円
　出演／早川太鼓、エスパス和太鼓クラブ
　久世エスパス管弦楽団　福留敬人（指揮）
　曲目／木星、海花、天国と地獄、ボレロ、火星ほか

●久世エスパス第九演奏会～真庭市誕生記念
　平成��年��月��日（日）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール  一般�����円  高校生以下�����円
　出演／久世エスパス第九合唱団、久世エスパス祝
　祭管弦楽団、入江洋文（コンマス）、中井章徳（指揮）
　曲目／ベートーヴェン：交響曲第�番ニ短調「合唱」

●クリスマス・ミュージックフェスタ
　平成��年��月��日（日）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール　入場料���円　バンド��組出演

●新春シネエスパ「タッチ」（１０：００） 完全入替制
　　出演：長澤まさみ／斉藤祥太／斉藤慶太ほか

●新春シネエスパ「ＡＬＷＡＹＳ三丁目の夕日」（１４：００）
　　出演：吉岡秀隆／堤真一／小雪ほか
　平成��年�月�日（火）　全席自由　エスパスホール 
　一般前売�� ���円 高校生以下前売���円 当日���円増
　入場券発売：平成��年��月�日（日）��時

●ＰＡＳＳＩＯＮ ＦＬＵＴＥ～彩－ＡＹＡ－Ｎｅｗ Ｙｅａｒ Ｌｉｖｅ
　平成��年�月��日（土）　開演��：��　全席自由
　エスパスホワイエ　整理券�����円（�ドリンク付き）
　出演：吾郷晶子（フルート）、小林茂文（ドラム）ほか
　曲目／スペイン、リベルタンゴ、情熱大陸ほか
　入場券発売：平成��年��月�日（日）��時

●ＫＨＫ歌謡祭～出演者募集 公開録画／入場無料
　平成��年�月��日（日）  開演��：��   エスパスホール
　募集組数：��組　参加費：�人���円（ドリンク付き）
　募集期間：平成��年��月�日 （ 木 ）～平成��年�月��日 （ 金 ）

●茂山狂言会
　平成��年�月��日（火）　開演��：��　全席自由
　エスパスホール　入場料�����円
　番組：蝸牛（かぎゅう）、棒縛り（ぼうしばり）
　出演：茂山千五郎、茂山正邦、茂山宗彦、茂山茂ほか
　入場券発売：平成��年��月�日（日）��時
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  �

月
�
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

��

    エ
イ
ズ
を
知
ろ
う
、話
そ
う
、予
防
し
よ
う

  
自
衛
隊
生
徒（
陸
・
海
・
空
）

  
募
集
し
て
い
ま
す

 �
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
対
策

  
久
世
テ
レ
ビ
中
継
局
を
受
信
の
方
へ

  
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
の
方

  
補
償
金
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

 �
篤
志
寄
付

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  
広
報
ま
に
わ�

月
号

��

  
お
詫
び
と
訂
正



秋
　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、市
内
各
地
で
行
わ
れ
た
秋

の
イ
ベ
ン
ト
。
ど
の
会
場
で
も
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
活
力
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
の
良
い
真
庭
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

写
真
集
で
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ 
ベ 
ン
ト

写 
真 
集

　西条柿や代官梨など、久世の

味が一同に集まる「ぼっこう祭」

は今年で23回目を迎えました。

今回はあいにくの雨でしたが、

家族連れなどが次々と会場を訪

れステージショーなどを楽しみ

ました。会場には秋の味覚など

を販売する35のテントが並び、

来場者は思い思いの品を求めて

いました。写真は閉会セレモニ

ーのもち投げの様子。

中和紅葉祭
������������	


��������

ぼっこ う 祭
�������������	

お
ち
あ
い
夢
ま
つ
り

�

��
��
�
�
�
�
�
�
	

��

��

 
「
地
域
と
家
庭
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
夢
空
間
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く

り
の
イ
ベ
ン
ト
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
多
彩
な

出
店
な
ど
に
加
え
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
踊
り
や

歌
を
地
元
の
皆
さ
ん
が
披
露
し
ま
し
た
。
公
民
館

内
で
は
、
国
体
写
真
展
、
落
合
高
生
に
よ
る
一
次

救
命
の
説
明
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　中和保育園園児による和太鼓

披露を皮切りに、マグロの解体シ

ョー、おかやま米娘とのじゃんけ

ん大会などを開催。地元の皆さん

による新鮮野菜に加え、こけら寿

司や初和の大イチョウの銀杏など

中和ならではの特産物の販売に、

来場者も喜んでいました。
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　あいにくの雨で会場をホール内に移して開催されたYOSAKOIソーラン踊り。市内外から出

場した20チーム、450人が華やかな衣装に身を包みステージ上で舞い踊りました。会場は立

ち見客もでるほどの大入り。フィナーレは、参加チームがホール通路までを使っての総踊り

となり、客席ステージともに「ドッコイショー」の声と熱気で包まれました。写真は踊り審

査で最優秀賞となったソーラン鏡野。

������

もみじまつり
������������	


美甘 ふるさ と 祭り
���������������	
�
�


　今年３月に完成した美甘ドームで開催された初

めてのふるさと祭り。クリエイト菅谷感謝祭と兼

ねて行われた祭りは、地元の皆さんによるステー

ジショーに続き「美川憲二ものまね歌謡ショー」

で盛り上がりも最高潮。フィナーレのもち投げま

で、大盛況が続きました。
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銀  
沫 
と
は
、
こ
の
い
も
の
切
り
口
の
表
面
や
、
す
り

ぎ
ん 

し
ぶ
き

お
ろ
し
た
と
き
の
白
さ
が
、
神
庭
の
滝
の
銀
白
の
飛
沫

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
比

較
的
栽
培
が
簡
単
な
こ
と
か
ら
研
究
し
、
有
休
農
地
の

有
効
活
用
の
た
め
に
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
今
で
は
生
産

組
合
員
が　

人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
伊
勢

��

い
も
を
起
源
と
し
た
銀
沫
は
、
真
庭
の
気
候
風
土
に
よ

く
合
い
、
山
野
に
自
生
し
て
い
る
自
然
薯
に
劣
ら
な
い

風
味
と
、
つ
き
た
て
の
餅
の
よ
う
な
粘
り
の
あ
る
す
り

お
ろ
し
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
味
わ
い
は
、
ヤ
マ
ノ

イ
モ
類
の
中
で
も
珍
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

栽
培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
優
れ
た
形
状
の

も
の
が
均
一
に
で
き
る
と
い
う
完
成
の
域
に
は
ま
だ
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
産
者
も
増
え
た
こ
と
か

ら
販
路
の
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、
贈
答

品
か
ら
お
惣
菜
ま
で
の
幅
広
い
需
要
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

生
産
者
が
一
致
協
力
し
て
先
進
地
生
産
品
と
比
較
し

て
も
見
劣
る
こ
と
の
な
い
秀
品
の
率
を
高
め
る
こ
と
が

今
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
真
庭
市
の
特
産

品
の
地
位
も
確
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

銀沫 【ぎんしぶき】
湖東（琵琶湖から東）地方で古くから栽培されて
いたヤマノイモを勝山の地に導入し、休耕田など
を使い栽培。すりおろしても変色しにくいその白
さと、つきたてのもちのような粘りが特徴。出荷
時期は10月末から3月頃まで。

��������	
��
���
���������	
��
��

�
��
��
�
�
銀 
沫
お話

かつやまのいも生産組合

森中英樹 さん
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今
年
�
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
勝
山
文
化

往
来
館
ひ
し
お
」
の
開
館
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
完
成
し
、　

月　

日
に
除
幕
式
が
行
わ

��

��

れ
ま
し
た
。
作
者
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
在
住

の
彫
刻
家
、
古
田
日
出
夫
さ
ん
。
ひ
し
お
は

芸
術
家
に
滞
在
し
て
作
品
を
制
作
し
て
も
ら

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
」
を
企
画
。
そ
の
第
�
弾
で
古

田
さ
ん
に
作
品
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
で

す
。
作
品
は
高
さ
約
�
㍍
、
�
�
�
㌔
の
御

影
石
を
�
個
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
舞
い

上
が
る
立
体
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ひ

し
お
で
文
化
の
往
来
が
天
高
く
渦
巻
い
て
伸

び
る
よ
う
に
と
い
う
、
作
者
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

文化の往来が深まるように

除幕で姿を現した開館記念モニュメント「舞い上がる立体」

蒜
山
の
味
と
伝
統
を
堪
能

　

蒜
山
地
域
の
伝
統
工
芸
と
食
文
化
を
集
め

た
「
秋
の
蒜
山
食
と
匠
ま
つ
り
」
が
、　

月
��

　

日
、
道
の
駅
・
風
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し

��た
。
会
場
で
は
県
指
定
郷
土
伝
統
的
工
芸
、

郷
原
漆
器
と
が
ま
細
工
の
制
作
実
演
、
地
域

で
活
動
す
る
�
つ
の
生
産
団
体
が
新
そ
ば
・

こ
け
ら
寿
司
・
自
然
薯
・
乳
製
品
・
ワ
イ
ン

な
ど
、
蒜
山
の
味
覚
で
来
場
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。
蒜
山
地
域
の
「
食
と
匠
」
が
一
同

に
会
し
、
地
元
で
実
演
販
売
す
る
の
は
初
め

て
の
試
み
。
観
光
客
は
、
蒜
山
の
伝
統
や
食

文
化
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
新
た
な
ま
つ

り
を
興
味
深
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。

古田さんは10月中旬から真庭を訪れ制作に取り組みました

郷原漆器の手回しろくろ作業を来場者が体験

 附  子 を演じる出演者
ぶ す

　
　

月　

日
、
北
房
で
文
化
を
楽
し
む
会
主
催

��

��

で
開
催
さ
れ
た
歴
史
ロ
マ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。
今

回
は
「
狂
言
の
夕
べ
」
と
題
し
て
岡
山
出
身
の

狂
言
師
、
田
賀
屋 
夙  
生 
さ
ん
ら
が 
神
鳴 
・ 
附  
子 

は
や 

お 

か
み
な
り 

ぶ 

す

の
演
目
で
狂
言
を
演
じ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
約
�
�
�
名
が
来

場
。歴
史
の
中
で
洗
練
さ
れ
た
笑
い
の
芸
術「
狂

言
」
を
実
際
に
目
の
前
で
見
る
こ
と
で
、
観
客

は
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
歴

史
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
大
谷
一
号
墳
（
県
指
定
史

跡
）
な
ど
旧
北
房
町
の
歴
史
・
文
化
を
、
音
楽

な
ど
を
通
し
て
楽
し
む
目
的
で
始
ま
っ
た
も
の

で
、
今
年
で　

回
目
。
北
房
地
区
か
ら
文
化
を

��

発
信
し
て
い
ま
す
。

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

狂
言
の
魅
力
伝
え
る



吸
い
込
む 
そ
ば

　

湯
原
地
区
で
生
産
さ
れ
た
そ
ば
や
、

青
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
や
油
揚
げ
な
ど

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
「
新
そ
ば
・
豆
腐

祭
り
」
が　

月　

日
、
湯
の
駅
ひ
ま
わ

��

��

り
館
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ば
や

豆
腐
の
ほ
か
に
も
、シ
シ
鍋
や
山
の
芋
、

そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

並
び
、約
�
�
�
�
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
も
ち
つ
き
や
本
庄
天
狗
太

鼓
の
披
露
な
ど
に
加
え
、
毎
年
恒
例
の

新
そ
ば
早
食
い
大
会
を
開
催
。
少
し
で

も
早
く
食
べ
よ
う
す
る
子
ど
も
た
ち
の

様
子
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

そばをかきこむ子どもたち

白衣の天使 決意を新たに

も
っ
と
ふ
る
さ
と
自
慢
を

　

落
合
高
校
の 
戴  
帽 
式
が　

月
�
日
に

た
い 

ぼ
う

��

同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
看
護
科
�
年

生　

名
に
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
が
授
与
さ

��
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
在
校
生
、
保
護

者
、
病
院
関
係
者
な
ど
�
�
�
人
が
出

席
。
看
護
科
教
諭
が
看
護
服
を
ま
と
っ

た
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
キ
ャ
ッ
プ
を
か

ぶ
せ
、
看
護
の
心
を
象
徴
す
る
「
聖
な

る
と
も
し
び
」
を
手
に
し
た
キ
ャ
ン
ド

ル
に
分
け
与
え
ま
し
た
。
生
徒
は
壇
上

に
並
び
、
出
席
者
が
見
守
る
中
、
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誓
い
の
言
葉
を
全
員
で

唱
和
。
戴
帽
し
た
生
徒
ら
は
近
隣
の
病

院
で
実
習
に
取
り
組
み
を
始
め
、
看
護

師
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

　

久
世
生
涯
学
習
推
進
事
業
と
し
て
、
山
形
弁

研
究
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
を
招
い
て

　

月
�
日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で
講
演
会

��が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
の
こ
ろ
か
ら
日
本

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
関

心
を
持
っ
た
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
。
卒
業
後
、
文
部

省
英
語
主
導
主
任
助
手
と
し
て
山
形
へ
赴
任
し

た
経
験
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
講

演
で
は
日
本
人
の
持
つ
奥
ゆ
か
し
い 
謙
遜 
す
る

け
ん
そ
ん

心
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の

良
さ
を
再
認
識
し
、
も
っ
と
そ
の
良
さ
を
自
慢

し
て
ほ
し
い
と
、
持
ち
前
の
山
形
弁
で
熱
演
し

ま
し
た
。

紅葉と桜、人が彩る頂の里
　赤く染まった紅葉と四季桜が門前で競演する、田原山

上地区の普門寺。��月�日から��月��日まで、この競演

を背景にした広場周辺で「桜と紅葉まつり」が開催され

ました。どこか懐かしさ漂う茅葺き屋根の花見庵などの

建物が並ぶ広場。期間中は、地元住民でつくる「上田む

らおこしの会」の皆さんが名物の昔そばきり、たかきび

ぜんざいなどを味わうことができる店を開店。広場周辺

は、紅葉と四季桜の競演を楽しむ人、名物を食べながら

くつろぐ人などでにぎわいました。

誓いの言葉を述べる看護学生

山形弁で熱演するダニエル・カールさん

普門寺門前から眺める会場周辺。懐かしい昔風の風景

�

�
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まちの話題

��/�� 楽しい音楽を楽しむ
中和地区の保健センター

あじさいに、真庭吹奏楽

団レヴールがやってきま

した。中和保育園・小学

校の子どもたちが集まり、

一緒に歌ったり手拍子を

したりと楽しいひととき

を過ごしました。

��/� 丹精こめた菊鉢が集合
県北最大の菊花展として

親しまれている「落合大

菊花展」が落合公民館前

広場で開催されました。

落合地区を中心とした愛

好者の菊���鉢が一同に

集合。来場者は菊の競演

を楽しみました。

��/� 育て、ブナの森
蒜山にブナの森を復活さ

せようと三平山（蒜山上

徳山）のふもとで「ブナ

を守る会」がブナの植樹

会を開催。この植樹には

約��名が集まり、ブナの

苗を�本ずつ丁寧に植え

ていきました。

��/�� 冠雪、雲間か ら
蒜山三座の冠雪が��日の

早朝、雲間から山頂付近

に確認されました。南北

��㌔ にわたる広大な真庭

市では、季節の訪れに差

があるようです。まもな

く真庭市に本格的な冬が

やってきます。

��/�� 三浦邸で寄せ植え体験
勝山の良さを知ってもら

おうと勝山支局産業建設

課が企画した「勝山おい

でんせぇーバス体験ツア

ー」に��名が参加。三浦

邸（岡）で、山野草の寄

せ植えやしめ飾り作りの

体験をしました。

指
導
を
受
け
な
が
ら
白
菜
の
苗
を
植
え
ま
し
た

　
　

月　

日
、
美
甘
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷

��

��

農
園
ハ
ウ
ス
で
美
甘
農
業
・
農
村
体
験

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美
甘
支
局
の
呼

び
か
け
で
、
都
市
か
ら
家
族
連
れ
が
参

加
。
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗
植
え
な
ど

の
農
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
、
耕

耘
機
な
ど
を
触
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど

も
た
ち
も
、
親
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り 
耕 
こ
う

 
耘  
機 
を
運
転
、
畑
を
耕
し
ま
し
た
。
ま

う
ん 

き

た
、
春
に
植
え
て
い
た
さ
つ
ま
い
も
を

堀
り
、
そ
の
い
も
で
、
焼
き
い
も
を
し

た
り
大
学
い
も
を
作
っ
た
り
し
て
食
べ

ま
し
た
。
参
加
者
は
土
に
親
し
み
、
農

作
業
の
楽
し
さ
を
学
ん
だ
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

笑顔がすてきな静子さん

土
に
親
し
ん
だ
一
日

　

明
治　

年
生
ま
れ
の
行
本
静
子
さ

��

ん
（
久
世
）
が　

月　

日
、
百
歳
の

��

��

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
前
日

の　

日
に
は
市
長
・
県
健
康
福
祉
部

��
長
ら
が
訪
れ
、
満
百
歳
を
祝
い
ま
し

た
。
静
子
さ
ん
は
、
今
で
も
お
風
呂

や
炊
事
の
準
備
な
ど
は
自
分
で
全
部

で
き
ま
す
。
読
書
を
日
課
と
し
、
細

か
な
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
手
作
り
の
手

芸
作
品
が
部
屋
に
い
く
つ
も
飾
っ
て

い
ま
す
。
繊
細
さ
と
集
中
力
は
百
歳

に
な
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
は
な
い
よ

う
で
す
。
笑
顔
が
印
象
的
な
静
子
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

自分の事は自分でやります よ
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晩
秋
の
米
子
道
を
夜
間
に
撮
影
し
ま
し
た
。

撮
影
場
所
は
米
子
道
の
上
野
パ
ー
キ
ン
グ

（
樫
西
）の
す
ぐ
近
く
で
す
。
こ
の
周
辺
に
は

地
元
の
皆
さ
ん
が
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
を
植

え
て
い
る
丘
（
上
野 
芝 
）
が
あ
る
の
で
、
よ

こ
う
げ

く
撮
影
に
訪
れ
る
場
所
で
す
。
米
子
道
の
上

を
通
り
か
か
っ
た
と
き
に
夜
も
違
っ
た
感
じ

が
す
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
の
が
撮
影
の
き

っ
か
け
で
す
。

　

平
成
�
年
に
米
子
道
が
開
通
し
、
記
念
の

イ
ベ
ン
ト
が
こ
の
道
の
上
で
開
催
さ
れ
た
の

が
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
の
風
景
と
な
っ
た
米
子

道
。
こ
の
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
蒜
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
は
�
車
線
と
な
り
、
さ
ら
に

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
真
庭
市
の
交
通
を
支

え
る
大
切
な
道
路
で
す
ね
。  
�
� 
寛
さ
ん
談

M A N IWA ��

季

節

を

感

じ

て

夜の米子道   平成１７年１０月２０日 撮影
撮影者　長尾　寛 さん  （久世）

編
集
後
記

まま
にに
わわ
が 
ス
キ
ッ　
!!
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抽
出
、
抽
出
、
抽
出
。
こ
の
写
真

は
使
え
る
か
な
。
い
や
、
こ
ち
ら
の

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
独
り

言
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
国
体
各
実
行

委
員
会
で
撮
影
さ
れ
た
�
千
枚
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
膨
大
な
量
の
記
録
写

真
、
写
真
デ
ー
タ
を
見
続
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
の
が
、
今

月
の
国
体
写
真
特
集
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
で
行
わ
れ
た
軟
式
野
球
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
馬
術
、
山
岳
の
各
競
技

と
携
わ
っ
た
人
々
の
姿
。
す
べ
て
を

お
見
せ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

歴
史
の
記
録
で
す
。 

◯茂
 

　

国
体
会
場
を
回
っ
て
い
る
と
き
の

こ
と
。
前
日
か
ら
の
雨
で
駐
車
場
が

ぬ
か
る
み
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
が

砂
利
を
入
れ
る
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
時
に
は
な
か

っ
た
、
予
想
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
と
っ
さ
の

判
断
で
行
動
し
対
処
す
る
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
の
姿
が
、
各
会
場
で
光
り

ま
し
た
。
何
ら
か
の
形
で
国
体
を
支

え
よ
う
と
考
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の

真
庭
市
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。 
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